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 特別収蔵展 没後 30年    7月 1日～10月 15日 

「藤枝静男が遺
のこ

したもの」開催中 
芥川賞候補に三作、そして谷崎潤一

郎賞、野田文芸賞…など、数多くの文

学賞に輝く作家「藤枝静男」は、浜松

を拠点に中央文壇に作品を発表し続

けました。 

一方、東田町で菅原眼科の医師とし

て多くの患者の治療に取り組みまし

た。そして、『浜松市民文芸』の創立時

からの選者を務め、地元の文化誌、『浜

松百撰』に 80 作以上の随筆を執筆し

続けるなど、浜松の市民文化向上に尽

力しました。 

今回、作家であり眼科医だった二刀

流の活躍を、家族や市民の想い出・エ

ピソードを加え、紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、当館の朗読入門・朗読書講座の講師を務める堤腰和余先生による藤枝静男作品の

朗読 CD を聞くミニコーナーも設けました。ぜひ特別収蔵展にお出かけください。 

お知らせ：『浜松市民文芸』６９集の応募要項が出来上がりました。図書館や協働センター

などにも配布しました。今年から応募用紙の形式が一部変わりましたので留意願います。 

〇会場では、作家の藤枝静男、

眼科医勝見次郎との想い出をも

つ人々の声を募集しています。 

〇当館に寄贈された著作本を直

接１頁 1頁、閲覧できるミニコ

ーナーを設けました。 

〇藤枝静男(本名勝見次郎)がく

らした昭和の町を復刻地図で振

り返ります。 


